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トランプ大統領夫妻と非公式夕食会に臨む
（出典：首相官邸ホームページ）

時
代
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ

衆参同日選挙はあるのか
会期末を控え、激しさを増す与野党対決
衆参同日選挙はあるのか
会期末を控え、激しさを増す与野党対決

年
号
が
平
成
か
ら
、
令
和
に
変
わ
っ
た
。
さ
て
、
1
月
28
日
に

召
集
さ
れ
た
第
198
通
常
国
会
は
、
6
月
26
日
の
会
期
末
ま
で
、
残

す
と
こ
ろ
1
カ
月
余
り
と
な
っ
た
。
国
会
で
は
、
今
ま
で
に
多
く

の
法
案
が
成
立
し
た
が
、
今
後
、
審
議
す
べ
き
法
案
の
中
に
は
、

議
員
歳
費
削
減
法
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
法
案
、
各
党
の
思
惑
が

あ
っ
て
、
な
か
な
か
合
意
が
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
、
野
党
は
、

参
議
院
選
挙
を
意
識
し
て
、
衆
参
の
予
算
委
員
会
で
の
集
中
審
議

を
要
求
し
て
、
与
野
党
対
立
の
場
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
与

党
と
し
て
、
安
易
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
今
永
田
町
で
は
、
衆
参
同
日
選
挙
の
話
題
が
徐
々
に
盛
り
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
議
員
の
中
で
も
同
日
選
挙
は
絶
対
に
な
い
と

言
う
人
、
い
や
官
邸
の
動
き
を
見
て
い
る
と
同
日
選
挙
の
匂
い
が

す
る
と
囁
く
人
、
様
々
で
あ
る
。
米
中
貿
易
摩
擦
の
激
化
、
景
気

悪
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
中
、
予
定
通
り
消
費
税
増
税
を
実
行
す

る
の
か
、
衆
参
同
日
選
挙
を
巡
る
話
題
に
事
欠
か
な
い
。
果
た
し

て
、
ど
う
な
る
の
か
、
安
倍
首
相
以
外
、
誰
も
知
る
人
は
な
い
。

5月 号

天皇陛下が5月1日に御即位された。参議院では、新天皇に祝意を表すために、全会派の委員
が参加した「賀詞案起草に関する特別委員会・末松信介委員長」を設置、賀詞案の協議を行った。
協議の結果、全会派の賛同を得て、賀詞案が整った。

天皇陛下におかせられましては　風薫るよき日に　御即位されましたことは　
まことに歓喜に堪えないところであります
天皇皇后両陛下が御清祥であられ　令和の時代が悠久の歴史に新たな
希望と光を添えるものとなりますよう　心からお祈り申し上げます
ここに参議院は　国民を代表して　院議をもって　謹んで慶祝の意を表します

参議院御即位に賀詞を奉呈参議院御即位に賀詞を奉呈

賀　詞
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二
ノ
湯
智
京
都
府
連
会
長
と
由
良
川
流
域
の
被
災
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
る
西
田
昌
司
支
部
長

経
世
済
民
と
は
世
を
経お

さ
め
民
を
済す

く
う
と
い
う

意
味
で
、
こ
れ
を
略
し
て
経
済
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
経
世
済
民
と
い
う
言
葉
は
ま

さ
に
国
家
が
行
う
べ
き
政
治
の
在
り
方
を
端
的

に
示
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
い
か
な
る
外
敵
か
ら
も
国
民

を
守
る
こ
と
、
二
度
と
国
民
が
戦
禍
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
外
交
・
安
全
保
障

政
策
の
充
実
が
肝
要
で
す
。
ま
た
、
国
民
が
災

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

に
は
防
災
・
減
災
の
充
実
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
不
幸
に
し
て
被
災
し
た
国
民
は
直
ち
に
救

助
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
個

人
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
不
幸
か
ら
国

民
を
守
る
こ
と
が
、
国
家
の
使
命
で
あ
り
、
経

世
済
民
そ
の
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

は
じ
め
と
す
る
伝
染
病
の
ま
ん
延
か
ら
国
民
を

守
る
こ
と
な
ど
、
医
療
行
政
の
充
実
も
経
世
済

民
の
観
点
か
ら
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
国
民
を

貧
困
か
ら
救
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
バ
ブ
ル
崩

壊
後
、
日
本
経
済
は
急
激
に
デ
フ
レ
化
し
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
低
迷
が
続
き
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
で
改

善
の
兆
し
は
見
え
て
い
ま
す
が
、
地
方
や
中
小

企
業
は
ま
だ
十
分
に
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ
て

い
ま
せ
ん
。
給
与
の
低
下
が
少
子
化
の
一
因
で

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
デ
フ
レ
を
産
み
出
し

て
い
ま
す
。
一
部
の
大
企
業
が
利
益
を
独
り
占

め
す
る
こ
と
な
く
、
中
小
企
業
や
従
業
員
へ
の

分
配
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
と
予
算

に
よ
る
企
業
所
得
の
再
分
配
を
考
え
る
べ
き
で

す
。国

民
に
高
い
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
も
、

経
世
済
民
の
原
点
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
食
料

確
保
は
経
世
済
民
の
1
丁
目
1
番
地
で
す
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
国
家
予
算
は
全
て
経
世

済
民
の
た
め
の
も
の
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
家
が
経
世
済
民
の
た
め
の
事
業

を
予
算
化
す
る
こ
と
で
、
国
民
経
済
が
動
き
出

す
の
で
す
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
は
デ
フ
レ
不
況

の
た
め
税
収
が
落
ち
込
み
、
経
世
済
民
よ
り
財

政
健
全
化
が
優
先
さ
れ
、
歳
出
は
極
端
に
抑
え

ら
れ
ま
し
た
。
旧
民
主
党
政
権
時
代
の
事
業
仕

分
け
は
そ
の
典
型
で
す
。
そ
の
結
果
、
景
気
は

さ
ら
に
悪
化
し
、
税
収
も
落
ち
込
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全

化
な
し
」
を
掲
げ
た
安
倍
内
閣
の
再
登
場
で
、

旧
民
主
党
政
権
時
代
よ
り
経
済
状
況
は
格
段
に

良
く
な
っ
た
の
で
す
。

一
方
で
、
東
京
と
地
方
や
大
企
業
と
中
小
企

業
と
で
は
、
所
得
や
資
産
の
格
差
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
バ
ブ
ル
時
代
に
ま
ん
延
し
た
独

り
勝
ち
を
良
し
と
す
る
考
え
で
は
、
国
民
を
幸

せ
に
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
本
来
の
価
値
観

で
あ
る
、
分
か
ち
合
い
の
精
神
を
生
か
し
た
経

営
に
企
業
も
戻
る
べ
き
で
す
。

全
て
の
国
民
に
幸
福
を
実
感
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
官
民
が
互
恵
と
互
助
の
精
神
を
取
り

戻
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
私
の
目
指
す

経
世
済
民
な
の
で
す
。

「
経
世
済
民
」
こ
そ

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
原
点
で
あ
る

参
院
選
│
私
の
主
張
│

│
私
の
主
張
│

京
都
府
参
議
院
選
挙
区
第
4
支
部
長

西
田

　昌
司（
60
）

昭和33年9月19日、京都市南区生まれ。滋賀大学経済学部を卒業。昭和62年、税理士事務所
を開設。平成2年、京都府会議員に初当選（当選5回）。平成19年、参院議員に初当選（当選2回）。
党全国青年議員連盟会長、党京都府連会長などを歴任。現職は党参院国対委員長代行、党税調
幹事、党整備新幹線等鉄道調査会副会長。
趣味は山歩き。座右の銘は一灯照隈 万灯照国

西田　昌司（にしだ　しょうじ）

ホームページアドレス　http://showyou.jp/

〒601-8031 京都市南区烏丸通十条上ル西側
TEL：075-661-6100　FAX：075-661-6900
E-mail：office@showyou.jp

西田昌司事務所
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参
院
予
算
委
員
会
に
て『
昭
和
モ
デ
ル
』の
脱
却
こ
そ
が
、

わ
が
国
の
潜
在
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
秘
訣
だ
と
訴
え

る
二
之
湯
武
史
支
部
長

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

戦
後
73
年
が
経
ち
、
わ
が
国
の
姿
も
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
型
社
会
」
で
大
き
く
成
功
し
、
世
界
第
2
位

の
経
済
大
国
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
が
、
奇
跡

の
高
度
経
済
成
長
を
可
能
に
し
た
人
口
増
加
や

内
需
拡
大
は
す
で
に
終
わ
り
、
現
在
は
「
人
口

減
少
社
会
」「
成
熟
社
会
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
に
お
い
て
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
」「
地
球
規
模
で
の
気
候
変
動
」「
新
興

国
の
台
頭
」「
科
学
技
術
の
飛
躍
的
進
歩
」
な

ど
に
よ
り
、
人
類
社
会
の
在
り
方
が
変
化
を
迫

ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。特

に
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
「
人
口

構
造
の
変
化
」、
ま
た
社
会
の
成
熟
化
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
・
価
値
観
の
多
様
化
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
の
「
付
加
価
値

創
造
力（
稼
ぐ
力
）の
向
上
」
は
、
わ
が
国
の
今

後
１
０
０
年
を
描
く
上
で
必
ず
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
大
き
な
国
家
的
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
今
の
わ
が
国
を
冷
静
に
分
析
し
た
と

き
、
か
つ
て
の
成
功
体
験
が
あ
ま
り
に
も
強
烈

過
ぎ
て
、
そ
の
延
長
線
上
で
し
か
発
想
が
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
変
化
す
る
必

要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
を
捨
て
て
ま
で
変
わ
れ
な
い
と
い
う
姿
を
、

あ
ら
ゆ
る
地
域
や
組
織
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。し

か
し
、
一
人
一
人
が
勇
気
を
持
っ
て
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
モ
ノ
の
豊
か

さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
。
短
期
的
な
成
長
か
ら

持
続
的
な
成
長
へ
。
多
様
性
を
認
め
合
い
、
常

に
革
新
が
生
ま
れ
る
「
創
造
的
社
会
」
へ
。

そ
の
た
め
の
私
の
使
命
は
た
だ
一
つ
。
そ
れ

は
、
わ
が
国
が
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必

要
性
を
丁
寧
に
訴
え
、
そ
れ
を
国
民
の
皆
さ
ま

に
「
共
感
」
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

政
治
家
は
地
に
足
の
つ
い
た
実
践
者
で
あ
る

と
同
時
に
、
自
ら
の
哲
学
に
基
づ
い
た
発
信
者

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、
新

し
い
価
値
を
創
る
た
め
に
「
旧
来
モ
デ
ル
」
を

脱
却
し
て
、
１
０
０
年
持
続
可
能
な
新
た
な

「
価
値
創
造
国
家
」
を
樹
立
し
た
い
と
い
う
思

い
で
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
と
行
動
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
後
も
、
わ
が
国
と
湖
国
「
滋
賀

県
」
に
備
わ
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
引
き
出
す
た
め
に
、
有
権
者
に
と
っ
て
耳

の
痛
い
こ
と
も
含
め
て
迎
合
せ
ず
真
実
を
語
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
変
革
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
そ
し
て
滋
賀
県
を
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
！

こ
の
国
を
覆
う
閉
塞
感
を
何
と
か
打
ち
破
り
、

活
力
に
あ
ふ
れ
た
美
し
い
国
を
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

旧
来
モ
デ
ル
を
脱
却
し
、

わ
が
国
を
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
！

参
院
選
│
私
の
主
張
│

│
私
の
主
張
│

党
滋
賀
県
参
議
院
選
挙
区
第
1
支
部
長

二
之
湯

　武
史（
42
）

紹
介
者
ハ
ガ
キ
を
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

両
府
県
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和52年1月21日生まれ。滋賀県大津市在住。洛南高校、京都大学経済学部を卒業。松下政
経塾、稲盛財団、起業、会社役員を経て、平成25年参院選で滋賀県選挙区から初当選。参院
で予算委員会理事、憲法審査会幹事、環境委員会委員、自民党で憲法改正推進本部幹事、教育
再生実行本部事務局次長、スポーツ立国調査会事務局長、文化立国調査会事務局長代行、農産
物輸出委員会委員長代理などを務める。

二之湯　武史（にのゆ　たけし）

ホームページアドレス　http;//www.ninoyutakeshi.jp/

〒520-0051 大津市梅林1-3-25　森田ビル6F
TEL：077-527-4010　
FAX：077-527-4030

二之湯武史事務所

LINE＠QRコード
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と　き　令和元年6月15日㈯

ところ　ANAクラウンプラザホテル

自民府連
参議院選挙総決起大会
自民党京都府連では、来るべき夏
の参議院選挙での自民党公認候補
者の必勝を目指し、決起大会を開
催いたします。多数ご来場下さい。

（中京区堀川御池上る）

13時30分

自
民
党
全
国
政
調
会
長
会
議

選
挙
公
約
に
地
方
の
声
を
反
映

一
、
多
額
の
軍
事
費
を
使
っ
て
、
核
や
ミ
サ
イ

ル
の
開
発
を
進
め
る
北
朝
鮮
。
国
民
に
は
、
食

料
が
回
ら
ず
、
1
千
万
近
い
国
民
が
食
料
危
機

の
状
態
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
は

軍
事
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
同
胞
愛
と
人

道
的
立
場
か
ら
、
食
料
援
助
を
す
る
と
い
う
。

一
、
先
日
、
大
津
市
で
、
横
断
歩
道
で
待
機
し

て
い
た
保
育
園
児
の
列
に
、
車
が
突
っ
込
み
2

歳
に
な
る
園
児
が
2
人
亡
く
な
り
、
多
く
の
園

児
が
怪
我
を
し
た
。
痛
ま
し
い
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
も
、
絶
対
に
安
全
運
転
に
心
が
け
ね

ば
な
ら
な
い
。

一
、
初
め
て
の
10
連
休
が
終
わ
っ
た
。
公
務
員

や
大
企
業
の
社
員
は
心
置
き
な
く
、
連
休
を
楽

し
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く
の
人

は
、
そ
う
簡
単
に
は
休
め
な
い
。
貧
乏
性
の
私

は
仕
事
が
気
に
な
り
、
結
局
毎
日
事
務
所
に
顔

を
出
し
た
。

一
、
先
日
、
体
一
面
に
ジ
ン
マ
シ
ン
が
出
た
。

湿
疹
は
精
神
的
な
こ
と
が
原
因
で
、
起
こ
る
こ

と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
の
こ
と
を
、

何
の
心
配
も
な
く
、
順
風
満
帆
な
人
生
だ
ろ
う

と
、
多
く
の
人
が
言
う
。
そ
れ
な
り
に
悩
み
も

苦
労
も
あ
る
。

一
、
往
年
の
大
ス
タ
ー
京
マ
チ
子
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
。
60
才
過
ぎ
の
秘
書
に
、
京
マ
チ
子
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
ね
と
言
っ
た
ら
、
余
り
反
応

が
な
か
っ
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
は
い

え
、
古
い
こ
と
を
知
る
人
が
だ
ん
だ
ん
と
い
な

く
な
り
、
寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。

一
、
以
前
か
ら
、
ホ
テ
ル
の
食
べ
残
し
や
コ
ン

ビ
ニ
で
の
売
れ
残
り
品
の
処
分
に
疑
問
を
持
っ

て
い
た
。
よ
う
や
く
食
品
ロ
ス
の
問
題
が
大
き

な
関
心
事
と
な
っ
て
き
た
。
十
分
食
べ
る
こ
と

が
出
来
る
の
に
、
捨
て
て
し
ま
う
。
無
駄
を
な

く
し
、資
源
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

無
所
属
当
選
の
2
人
、
自
民
党
議
員
団
へ

府
議
の
森
口
氏
、
京
都
市
議
の
豊
田
氏

参
議
院
選
挙
ま
で
、
2
か
月
を
切
っ
た
。
自

民
党
本
部
は
、
選
挙
に
お
い
て
国
民
に
約
束
す

る
公
約
作
り
を
急
い
で
い
る
。
5
月
17
日
、
党

本
部
で
全
国
都
道
府
県
連
の
政
調
会
長
が
一
堂

に
会
し
、全
国
政
調
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

公
約
の
中
に
、
出
来
る
だ
け
地
方
の
声
を
反
映

さ
せ
た
い
と
い
う
の
が
、
会
合
の
趣
旨
で
あ
る
。

多
く
の
会
長
か
ら
、
切
実
な
地
方
の
声
が
、

寄
せ
ら
れ
た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
政
調
会

長
代
理
と
し
て
出
席
し
た
。
主
な
要
望
は
次
の

通
リ
で
あ
る
。

○
国
土
強
靭
化
の
推
進
○
地
方
財
政
の
充
実
○

簡
素
な
消
費
税
の
導
入
○
女
性
活
躍
の
推
進
○

豚
コ
レ
ラ
対
策
○
道
路
整
備
の
充
実
○
農
業
に

お
け
る
高
齢
者
対
策
○
ポ
ス
ト
復
興
庁
に
替
わ

る
国
の
機
関
の
設
置
○
木
材
需
要
の
促
進
○
事

業
承
継
税
制
の
充
実
○
若
者
に
魅
力
あ
る
地
域

作
り
○
地
域
と
外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
社
会

へ
の
取
り
組
み

西
田
昌
司
参
議
院
議
員
予
定
候
補
者
の
戦
い

の
拠
点
と
な
る
新
し
い
事
務
所
が
、
京
都
駅
八

条
口
前（
旧
野
中
広
務
事
務
所
）に
開
設
さ
れ

た
。
来
る
6
月
15
日（
土
）、
午
前
10
時
か
ら
事

務
所
開
き
が
行
わ
れ
る
。

西
田
選
挙
事
務
所
が
開
設

4
月
7
日
、
投
開
票
さ
れ
た
統
一
地
方
選
挙

で
、
京
丹
後
市
選
挙
区
か
ら
2
人
の
無
所
属
候

補
が
1
議
席
を
争
っ
た
。
そ
の
結
果
、
森
口
亨

氏
が
、
初
当
選
を
果
た
し
た
。
選
挙
前
の
自
民

党
常
任
選
挙
対
策
委
員
会
で
、
当
選
し
た
方
を

追
加
公
認
と
す
る
と
い
う
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
森
口
氏
は
自
民
党
の
府
会
議
員
に
自
動
的

に
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
自
民
党
府
会
議

員
団
は
、
森
口
氏
の
府
議
団
へ
の
加
入
を
認
め

た
。
一
方
、
京
都
市
会
議
員
選
挙
で
、
豊
田
恵
美

氏
は
、
左
京
区
か
ら
自
民
党
推
薦
、
無
所
属
の

立
場
で
立
候
補
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
は
、
自
民
党
と
し
て
所
属
党
派
証
明
書

を
提
出
し
て
お
り
、
実
質
は
自
民
党
公
認
候
補

と
何
ら
変
わ
り
な
く
、
当
選
後
の
最
初
の
自
民

党
市
会
議
員
団
会
議
で
、
会
派
入
り
が
認
め
ら

れ
た
。
府
会
議
員
団
は
30
名
、
市
会
議
員
団
は

21
名
と
な
り
、
共
に
、
第
1
党
と
な
っ
た
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228
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